






木材質を改良した新製品展示会

  林業指導所開所 5 周年記念行事の一つである新製品展示会を、8 月 23 日より 26 日迄旭
川市丸井デパートで開催した。指導所が木材加工業の中心、旭川市の一角にその基礎を置
いてから今年で早満年を過した。
この間の研究成果を公開し、業務の内容を紹介する事によって、一般に木材有効利用の方
法をより深く認識し且指導所の性格を理解して貰うのがこの展示会の目的であった。特に
最近は木材資源が不足していることは大いに叫ばれているから、この点一般の認識はある
と思う。併し具体的に如何なる方法でこれを解決するかという点では案外無関心ではない
だろうか？指導所



が木材の利用合理化を目標として、常に努力してきたその結果を一堂に集めて陳列し大衆の
木材知識の向上に役立たしめ、将来の木材工業が如何なる方向に進むかという一指針が一人
でも多くの人々に理解される様出来るだけ分かりやすく展示した。
展示の内容を陳列順に記すると。

1． チップボード
     軽量乾式繊維板であるスプリントボード及びシェービングボードの 2 種
2． モザイクフローリング
     改良された寄木床板
3． 木材乾燥
     人工乾燥の重要性を表現
4． 集成材
     主として多方面に利用される状況及び強度を表現
5． サニーボード
     湿式硬質繊維板の各種
6． サンドウィッチ合板
     ロール合板コラゲート合板蜂の巣合板の 3 種
7． 木材防腐
     防腐木材の耐久性を表現
8． シイタケの出来るまで
9． 木材糖化
     将来の木材化学工業を表現

  10．  製材
     主として薄鋸による歩止りの向上

  以上は各研究担当者が夫々の創意工夫を、グラフ、マンガ、模型、サンプル等を用い各々
の研究過程、製作順序、試験結果、利用及び加工方法等に付多彩に表現し充実した内容を持
ったことが本展示会の中心であった。
  11．  モデルルーム A及び Bは各 3 坪の面積を使い、上記各種新製品が我々の生活に如
        何なる形で利用されるかの一つの方法を示した。

12． 現物サンプル台現在指導所で実際に加工されている各種新製品を 3尺×6尺の現物
      大の寸法で陳列した。
13． 家具製品各種新製品が市内の家具製作者によって市販の家具類に利用されている
      状況を示す為に 13 点の各種家具類を出品して戴き、当所の参考品家具類 10点と
      共に陳列して、会場の雰囲気をモデルルームと共に和やかなものとした。

  展示会の会期は僅か 4 日間で、しかも平日のみであったので、参観者の数が少ないと予想
されたが、合計約 7.500名、中女性が約 2.800名、子供 670 名で 1 日平均 1.800名の参観
者があり盛会であった。又この展示会の目的とする所が参観者に理解され各展示品が一般の
共感を呼ぶか否かも大いに注目したのであるが、幸い参観者或は新聞等の批評は非常に好評
であったので、充分所期の成果を上げ得たと自負している次第である。

（1、 展示会場入口）

（2、展示会の趣旨）

（3、研究品陳列一例）



（4、研究品陳列の一例）

（5、モデルルーム A）

（6、モデルルーム B）

（7、現物サンプル台）

（8、業者出品の家具類）


